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出雲弥生の森博物館だより
I Z U M O 　 Y A Y O I N O M O R I 　 M U S E U M

季 刊
弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 16 号 （2015 年 1月）

よすみちゃん

第 16号

春
季
企
画
展

2
月
28
日（
土
）～
5
月
11
日（
月
）

　

一
昨
年
、
出
雲
市
斐
川
町
の
杉
沢
遺

跡
で
、『
出
雲
国
風
土
記
』記
載
の「
正

西
道（
ま
に
し
の
み
ち
）」（
古
代
山
陰

道
）と
推
定
さ
れ
る
道
路
遺
構
が
見
つ

か
り
ま
し
た
。
市
文
化
財
課
で
は
、
現

在
、
周
辺
の
地
形
測
量
な
ど
関
連
調
査

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
最
新
の
調

査
成
果
の
報
告
を
行
い
、
考
古
学
や
古

代
史
、
歴
史
地
理
学
の
研
究
者
と
と
も

に
発
見
の
意
義
と
今
後
の
保
存
活
用
を

考
え
ま
す
。

　
詳
細
は
、当
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

2
月
15
日（
日
）

　
　
　
　
　

13
時
～
16
時
30
分

■
場　

所　

ア
ク
テ
ィ
ー
ひ
か
わ

■
入
場
料　

無
料

■
申
込
み　

不
要

　
「
青
」と
い
う
色
、
こ
の
色
に
皆
さ
ん

は
ど
ん
な
印
象
を
お
持
ち
で
し
ょ
う

か
？
海
の
色
、
川
の
色
、
空
の
色
と
し

て
私
た
ち
の
目
に
映
る
身
近
で
親
し
み

を
感
じ
る
色
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
青
」は
、
古
く
は
弥
生
時
代
、
有
力

者
の
好
む
色
で
し
た
。
弥
生
の
森
博
物

館
の
西
谷
3
号
墓
の
美
し
い
勾
玉
を
は

じ
め
、当
時
の
多
く
の
装
飾
品
は
、「
青
」

で
し
た
。

　

古
墳
・
飛
鳥
・
奈
良
と
、
時
代
は
遷

り
変
っ
て
も
、
有
力
者
は
、「
青
」を
好

み
続
け
ま
し
た
。

　
「
青
」が
庶
民
の
色
と
し
て
定
着
す
る

の
は
も
っ
と
後
の
時
代
と
な
り
ま
す
。

　

室
町
時
代
に
木
綿
の
生
産
方
法
が
日

本
に
伝
え
ら
れ
、
本
格
的
に
栽
培
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
染
色
材
料
と
し
て

の「
藍
」の
生
産
も
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

★
関
連
講
演
会

　
3
月
7
日（
土
） 

14
時
～
16
時

　「
出
雲
の
藍
染
め
の
歴
史
に
つ
い
て（
仮
）」

　【
講
師
】
岡
　
宏
三
　
氏

　（
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
）

「
出
雲
の
青
と
藍
」

★
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
古
代
山
陰
道
』を
考
え
る

ー
杉
沢
遺
跡
道
路
遺
構
発
見
の
意
義
ー

【 

観
覧
無
料 

】

　

木
綿
は
、
江
戸
時
代
に
全
国
的
に
普

及
し
て
い
き
、
農
閑
期
に
木
綿
を
織
る

農
家
が
飛
躍
的
に
増
え
、
そ
の
木
綿
を

「
藍
」で
染
め
る「
紺
屋（
こ
う
や
）」も
各

地
に
で
き
て
い
き
ま
す
。

　

当
館
の
あ
る
出
雲
市
大
津
町
に
お
い

て
も
、「
紺
屋
」が
江
戸
中
期
に
は
創
業

し
、
繁
盛
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、１
８
７
０
年（
明

治
三
）～
１
９
８
４
年（
昭
和
五
九
）ま

で
、
約
１
１
０
年
間
に
渡
っ
て
操
業
を

続
け
た
旧
井
筒
屋
染
工
場
か
ら
寄
贈
を

受
け
た
貴
重
な
型
紙
・
下
絵
・
見
本
帳
や

道
具
類
を
中
心
に
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
津
町
で
染
め
ら
れ
た
美
し

い
藍
染
作
品
の
数
々
も
展
示
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
青
と
い
う
色
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。（

原
田　

和
紀
）

杉沢遺跡の道路遺構

旧井筒屋で使用された型紙
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多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
う
出
雲
大
社

の
門
前
町
、
神
門
通
り
の
西
側
に
大
社

小
学
校
や
大
社
中
学
校
が
あ
り
ま
す
。

学
校
の
周
辺
は
鹿
蔵
山
・
鹿
倉
山（
し

か
く
ら
や
ま
）、
鹿
黒
山（
し
か
く
ろ
や

ま
）あ
る
い
は
鹿
城
山（
か
し
ろ
や
ま
）

な
ど
と
呼
ば
れ
、
そ
の
地
下
に
は
貴
重

な
遺
跡
が
今
も
眠
っ
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
の
発
見
は
古
く
、
１
９
０
２
年

（
明
治
三
五
）に
現
在
の
大
社
中
学
校
の

場
所
に
建
て
ら
れ
た
旧
制
第
三
中
学
校

建
設
工
事
の
際
に
須
恵
器
の
破
片
が
拾

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
も
、
大
社
考

古
学
会
に
よ
っ
て
調
査
が
進
め
ら
れ
、

１
９
６
８
年（
昭
和
四
三
）に
は
、
鹿
蔵

山
遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
土
器
が
指
定
文

化
財
と
さ
れ
ま
し
た
。
本
格
的
な
発
掘

調
査
は
、
１
９
８
３
年（
昭
和
五
八
）と

２
０
０
３
年（
平
成
一
五
）に
行
わ
れ
、

弥
生
時
代
か
ら
奈
良
時
代
の
多
様
な
遺

物
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
今
ま
で
に
見
つ

か
っ
た
鹿
蔵
山
遺
跡
の
遺
物
を
時
代
ご

と
に
ま
と
め
、
当
時
の
周
辺
の
よ
う
す

を
考
え
ま
す
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の

　

市
文
化
財
課
で
は
、（
仮
称
）出
雲
斐

川
中
央
工
業
団
地
の
開
発
に
と
も
な

い
、
２
０
１
２
年（
平
成
二
四
）か
ら
杉

沢
遺
跡
・
杉
沢
Ⅱ
遺
跡
・
杉
沢
横
穴
墓
群

（
斐
川
町
直
江
）の
発
掘
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。調
査
は
今
年
8
月
に
終
了
し
、

弥
生
時
代
の
集
落
跡
、
古
墳
時
代
の
横

穴
墓
群
、
奈
良
時
代
の「
古
代
山
陰
道
」

等
、
多
く
の
成
果
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
速
報
展
で
は
、
２
０
１
３
年

（
平
成
二
五
）後
半
か
ら
今
年
度
に
か
け

て
実
施
し
た
杉
沢
遺
跡
の
二
丘
陵
の
調

査
成
果
を
も
と
に
、「
弥
生
集
落
と
昭

和
の
戦
争
遺
構
」と
題
し
て
展
示
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
「
弥
生
集
落
」で
は
、
丘
陵
に
営
ま
れ

た
弥
生
時
代
の
集
落
跡
を
紹
介
し
ま

す
。
丘
陵
斜
面
と
尾
根
の
一
部
で
は
、

竪
穴（
た
て
あ
な
）建
物
跡
や
掘
立
柱

（
ほ
っ
た
て
ば
し
ら
）建
物
跡
、
加
工
段

（
か
こ
う
だ
ん
）（
斜
面
を
削
っ
て
作
っ

た
、
建
物
を
建
て
る
た
め
の
平
坦
面
）

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
す
べ
て
が

日
当
た
り
の
よ
い
斜
面
に
位
置
し
、
弥

生
人
の
土
地
利
用
の
工
夫
が
う
か
が
え

「
平
成
26
年
度
杉
沢
遺
跡

　
　
　
　
発
掘
調
査
速
報
展
」

ま
す
。
建
物
跡
の
内
外
か
ら
は
弥
生
土

器
、
石
器
が
出
土
し
、
そ
の
特
徴
を
見

る
と
弥
生
時
代
中
期
の
終
わ
り
頃（
約

２
０
０
０
年
前
）の
も
の
に
限
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
か
ら
、
杉
沢
の
弥
生
集
落
は

短
期
間
に
営
ま
れ
た
集
落
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
昭
和
の
戦
争
遺
構
」で
は
、

発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
タ
コ
壺（
個

人
用
の
塹
壕（
ざ
ん
ご
う
））を
中
心
に
、

調
査
地
周
辺
の
戦
争
遺
構
を
紹
介
し
ま

す
。
太
平
洋
戦
争
中
、
調
査
地
近
く
に

は「
旧
海
軍
大
社
基
地
」が
設
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
飛
行
場
や
物
資
保
管
壕
な

ど
の
基
地
関
連
施
設
の
ほ
か
、
防
空
壕

な
ど
も
多
数
造
ら
れ
、
一
部
は
今
も
当

時
の
姿
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
全
容

は
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
た

め
、
分
布
調
査
や
聞
き
取
り
調
査
を
進

め
て
い
ま
す
。　
　
　
（
奥
原
こ
の
み
）

し
か
く
ら
や
ま

～
大
社
の
学
校
の
地
下
に
眠
る
遺
跡

★
発
掘
調
査
速
報
展

開
催
中
～
3
月
2
日（
月
）

は
、
奈
良
時
代
の
遺
物
で
す
。

　

１
９
８
３
年
の
大
社
中
学
校
敷
地
内

の
調
査
で
は
、
奈
良
時
代
の
貝
塚
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
貝
の
大
半
は
淡

水
産
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
で
、
遺
跡
の
南

方
に
広
が
っ
て
い
た
神
門
水
海
の
産
物

が
当
時
の
大
社
の
人
び
と
の
食
生
活
を

支
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ク
ロ
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
、
イ
ワ
ガ

キ
な
ど
、
日
本
海
に
面
し
た
岩
礁
の
浅

瀬
に
生
息
す
る
貝
も
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
稲
佐
の
浜
の
北
か
ら
日
御
碕
へ
続

く
岩
場
も
人
々
の
漁
場
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
一
方
、
鹿
の
骨
も
大
量
に
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
の
出
雲

大
社
周
辺
の
絵
図
に
は
鹿
蔵
山
に
鹿
が

描
か
れ
、
奈
良
時
代
に
も
鹿
は
身
近
な

食
料
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
貝
塚
の
調
査
を
通
し

て
、
奈
良
時
代
の
大
社
の
人
び
と
の
食

生
活
が
垣
間
見
え
る
の
で
す
。

（
髙
橋　

周
）

発掘調査のようす（2003年）

弥生時代の竪穴建物跡（東から）

2
月
4
日（
水
）～
6
月
1
日（
月
）

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
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田
儀
櫻
井
家
の
蔵
書

 

「
越
堂
た
た
ら
跡
発
掘
調
査
の
現

地
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
！
」

　

江
戸
時
代
は
、
書
物（
写
本
・
版
本
）

が
広
く
一
般
に
普
及
し
た
時
代
で
、
多

く
の
蔵
書
を
持
つ
家
も
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
の
出
雲
市
多
伎
町
奥
田
儀
宮
本

を
本
拠
と
し
て
、
た
た
ら
製
鉄
で
繁
栄

し
た
田
儀
櫻
井
家
に
も
、
多
く
の
蔵
書

が
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
が
分
か
る
の
が
、

同
家
に
残
さ
れ
た
古
文
書
の
ひ
と
つ
、

「
書
物
帳（
し
ょ
も
つ
ち
ょ
う
）」と
い
う

幕
末
の
史
料
で
す
。

　
「
書
物
帳
」に
は
、安
政
三
年（
１
８
５

６
）頃
に
同
家
が
所
蔵
し
て
い
た
書
物

が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
お
よ

そ
２
４
０
点
、
冊
数
は
１
９
０
０
冊
ほ

ど
に
な
り
ま
す
。

　

書
物
の
種
類
は
、『
平
家
物
語
』『
伊

勢
物
語
』な
ど
今
も
お
な
じ
み
の
古
典

や『
出
雲
国
風
土
記
』な
ど
の
地
誌
、
四

書
五
経
、
俳
諧
書
な
ど
広
い
分
野
に
わ

た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
現
存
し

ま
せ
ん
が
、「
宮
本
屋
」（
田
儀
櫻
井
家

の
屋
号
）の
印
が
あ
る
か
つ
て
の
田
儀

櫻
井
家
所
蔵
書
物
が
、
今
も
僅
か
な
が

ら
関
係
者
の
お
宅
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

田
儀
櫻
井
家
の
蔵
書
は
貸
出
し
も
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
、「
書
物
帳
」の
後
半

★
研
究
ノ
ー
ト
⑭

は
、
明
治
初
年
ま
で
の
貸
出
記
録
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

貸
出
先
で
目
立
つ
の
は
、
手
代
を
つ

と
め
た
井
原
屋
や
、
鉄
を
全
国
に
販
売

し
た
廻
船
業
者
油
屋
な
ど
、
た
た
ら
製

鉄
と
鉄
の
流
通
に
関
わ
っ
た
人
々
で

す
。
菩
提
寺
で
あ
る
智
光
院
も
よ
く
書

物
を
借
り
て
い
た
よ
う
で
す
。
借
手
に

は
そ
の
他
に
、
松
江
藩
士
や
須
佐
神

社
、
塩
冶
学
校
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
田

儀
櫻
井
家
は
、
関
係
者
の
図
書
館
と
し

て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　
「
書
物
帳
」か
ら
は
、
田
儀
櫻
井
家
の

文
化
的
交
流
の
一
端
が
う
か
が
え
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
八
幡　

一
寛
）

　

出
雲
市
多
伎
町
口
田
儀
の
越
堂
た

た
ら
跡
で
は
、
２
０
１
３
年
度（
平
成

二
五
）か
ら
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
10
月
4
日
に
現
地
で
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
好
天
に

恵
ま
れ
、
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
県
外
か
ら
の

参
加
者
も
お
ら
れ
、
越
堂
た
た
ら
跡
の

注
目
度
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

今
後
も
調
査
を
進
め
、
そ
の
成
果
に

つ
い
て
改
め
て
紹
介
す
る
予
定
で
す
の

で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。（

幡
中　

光
輔
）

　

文
化
財
の
プ
ロ
で
あ
る
出
雲
市
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
が
、
そ
の
専
門
分

野
か
ら
出
雲
の
歴
史
を
語
り
ま
す
。

2
月
7
日（
土
）

「
歴
史
的
建
造
物
の
魅
力
と
そ
の
見
方

～
出
雲
の
す
ま
い
～
」

　
【
講
師
】
和
田　

嘉
宥 

氏

（
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
名
誉
教
授
）

2
月
28
日（
土
）

「
杵
築
御
埼（
き
づ
き
の
み
さ
き
）考

～
北
山
の
神
秘
性
～
」

　
【
講
師
】
藤
岡　

大
拙 

氏

（
荒
神
谷
博
物
館
館
長
）

3
月
14
日（
土
）

「
出
雲
の
不
昧
公（
ふ
ま
い
こ
う
）の
茶
道
」

　
【
講
師
】
藤
間　

亨 

氏

（
出
雲
文
化
伝
承
館
名
誉
館
長
）

右
の
講
座
は
い
ず
れ
も

●
時　

間　

14
時
～
16
時

●
受
講
料　

各
３
０
０
円

●
定　

員　

80
名

●
お
申
込
み
は
、
当
館
ま
で
。

★
発
掘
調
査
の
現
場
か
ら
⑪

★
講
座
の
ご
案
内

油屋への貸出記録

現地説明会のようす

「宮本屋」の印がある本

▼
出
雲
市
文
化
財

　
　
　
　

保
護
審
議
会
委
員
講
座
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●入館料 / 無料

●開館時間 / 9：00 ～ 17：00（入館 16：30 まで）

●休館日 / 火曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始

平
田
一
式
飾
り

第 16号

★
館
長
コ
ラ
ム
⑫

　

平
田
一
式
飾
は
、
寛
政
五
年（
１
７

９
３
）に
桔
梗
屋
十
兵
衛（
き
き
ょ
う
や

じ
ゅ
う
べ
え
）が
、
悪
病
か
ら
町
民
を

守
る
た
め
に
茶
器
一
式
で
大
黒
天
像

（
だ
い
こ
く
て
ん
ぞ
う
）を
作
り
、
平
田

天
満
宮
に
奉
納
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
ま
す
。

　

毎
年
、
7
月
20
日
か
ら
3
日
間
、
天

満
宮
の
夏
祭
に
町
内
が
競
っ
て
一
式
飾

を
奉
納
し
て
お
り
、
夏
の
平
田
を
彩
る

風
物
と
し
て
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
い

ま
す
。
１
９
８
９
年（
平
成
元
）に
は
市

の
文
化
財
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
田
一
式
飾
は
、
仏
具
、
陶
器
、
茶

　

百
年
以
上
前
の
明
治
44
年
、
出
雲
市

万
田
町
の
峴（
み
ね
）神
社
で
境
内
を
拡

げ
る
工
事
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
5
月

に
石
棺
が
、
8
月
に
は
和
鏡
な
ど
が
掘

り
出
さ
れ
、
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。

古
墳
時
代
と
中
世
の
遺
跡
が
、
た
ま
た

ま
近
く
に
あ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
発
見
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら

な
い
こ
と
が
多
く
、
出
土
品
は
国
に
寄

贈
さ
れ
た
の
で
す
が
、
今
は
所
在
不
明

の
よ
う
で
す
。

　

峴
神
社
を
訪
ね
て
み
る
と
、
古
墳
の

あ
っ
た
場
所
に
祠（
ほ
こ
ら
）と
石
碑
が

あ
っ
て
、
関
係
者
が
き
ち
ん
と
事
後
処

理
を
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

感
心
し
な
が
ら
周
囲
を
一
巡
し
て
い
る

と
、
境
内
の
隅
に「
憲
法
発
布
記
念
」と

刻
ん
だ
石
碑
が
あ
る
の
を
見
つ
け
ま
し

た
。

　

碑
は
少
し
傷
ん
で
い
ま
し
た
が
、
側

面
に「
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
三
日 

西

谷
青
年
団
」と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
日
本
国
憲
法
の
公
布
を
記
念
し
て

建
て
ら
れ
た
石
碑
で
し
た
。

　

博
物
館
の
職
員
に
調
べ
て
い
た
だ
く

と
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
平
和
憲
法
が
で

き
た
こ
と
を
喜
ん
だ
地
元
の
青
年
団

★
出
雲
市
指
定
文
化
財
紹
介
⑫

器
、
文
房
具
な
ど
身
近
な
生
活
用
具
を

利
用
し
て
、
神
話
や
お
と
ぎ
話
の
一
場

面
を
題
材
に
作
品
と
し
ま
す
。
明
治
期

に
は
茶
器
や
仏
具
が
使
用
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
近
年
は
電

気
器
具
、
自
転
車
部
品
な
ど
ユ
ニ
ー
ク

な
材
料
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
時
代
と
共
に
作
品
が
変
化
・
発
達

し
て
お
り
、
そ
の
変
化
も
一
式
飾
を
見

る
面
白
さ
の
一
つ
で
す
。

　

一
式
飾
は
、平
田
町
に
あ
る
一
式
飾

常
設
館
や
平
田
一
式
飾
ほ
ん
ま
ち
展
示

館
、本
町
商
店
街
な
ど
で
い
つ
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。保
存
会
で
は
、１

９
９
４
年（
平
成
六
）か
ら
平
田
高
生
徒

に
、２
０
０
８
年（
平
成
二
〇
）か
ら
は
平

田
小
4
年
生
に
製
作
指
導
を
行
い
、後

継
者
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
平
田
支
所
玄
関
前
に
展
示

さ
れ
て
い
る
の
が「
勧
進
帳（
か
ん
じ
ん

ち
ょ
う
）」で
す
。
有
名
な
歌
舞
伎
十
八

番（
か
ぶ
き
じ
ゅ
う
は
ち
ば
ん
）の
一
つ

で
、安
宅
関（
あ
た
か
の
せ
き
）（
石
川
県
）

が
舞
台
で
す
。
源
義
経（
み
な
も
と
の
よ

し
つ
ね
）を
逃
が
す
た
め
武
蔵
坊
弁
慶

（
む
さ
し
ぼ
う
べ
ん
け
い
）が
奮
闘
す
る

場
面
を
い
き
い
き
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
平
田
一
式
飾
の
素
晴

ら
し
い
展
示
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

（
伊
藤　

靖
浩
）

平田一式飾り『勧進帳』平田支所前

が
、
石
材
の
調
達
、
運
搬
か
ら
刻
字

ま
で
、
す
べ
て
自
力
で
建
て
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

終
戦
と
新
憲
法
が
当
時
の
若
者
に
与

え
た
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
を
知
っ

て
、
私
は
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
石
碑
も
、
地
域
史
の
貴
重
な
証

言
者
と
し
て
顕
彰
し
、
大
切
に
保
存
し

た
い
も
の
で
す
。　
　
（
渡
邊　

貞
幸
）


